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袖
ケ
浦
市
で
は
、市
役
所
厚
生
課
内
に
あ
り
ま
し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
の
事
務
局
を
平
成
19
年
４
月
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
移
管
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
め
ざ
す
あ
た
た
か
な
地
域
づ
く
り
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て

な
ー
に
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委い

嘱
し
ょ
く

※

さ
れ
る

民
生
委
員
法
・
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ

た
90
年
の
長
い
歴
史
を
も
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
地
域
住
民
の
立
場
に
た
ち
、
相

談
を
受
け
た
り
必
要
な
支
援
を
行
い
、
あ

た
た
か
な
地
域
社
会
作
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

委
員
の
一
人
ひ
と
り
に
担
当
す
る
地

域
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
委
嘱：

仕
事
を
任
せ
頼
む
こ
と

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

っ
て
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

７
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

①
社
会
調
査
活
動

担
当
区
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
家

庭
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
把
握
に
努
め
、
適

切
な
支
援
を
行
う
態
勢
づ
く
り
を
し
ま

す
。

②
相
談
活
動

地
域
に
住
む
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
の
り
ま
す
。

・
リ
ス
ト
ラ
に
あ
い
生
活
が
苦
し
く
て
、

子
ど
も
の
給
食
費
が
払
え
な
い

・
近
所
の
お
子
さ
ん
が
顔
に
常
に
青
あ

ざ
が
あ
る
。
も
し
か
し
て
虐
待
？

な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
不
安
な
こ
と
を
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

③
情
報
提
供

市
内
で
は
組
織
と
し
て
も
活
動

し
て
い
る
の
？

市
内
で
は
、
こ
の
よ
う
な
組
織

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●●

相
談
を
受
け
た
内
容
か
ら
、
利
用
で
き

る
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

④
連
絡
通
報
活
動

適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
市
役
所
や
社
会
福
祉
団
体
、
必

要
な
事
業
所
等
と
の
架
け
橋
と
な
り
ま

す
。

⑤
調
整
活
動

そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
調

整
・
支
援
し
ま
す
。

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
持
病
の
発
作

が
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
不
安
と

の
こ
と
。
市
役
所
と
相
談
し
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
よ
う
手
続
き

を
行
っ
た
。

・
話
し
相
手
が
ほ
し
い
と
い
う
方
が
い
た

の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
電
話
訪
問（
ほ
っ

と
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）の
利
用
手
続

き
を
行
っ
た
。

⑥
生
活
支
援
活
動

支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
生
活
支
援

を
自
ら
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
方
を
と
り

ま
く
支
援
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

⑦
意
見
具
申
※
活
動

日
々
の
活
動
を
通
し
て
得
た
知
識
や
経

験
か
ら
問
題
点
や
改
善
策
を
考
え
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、

関
係
機
関
に
意
見
を
提
起
し
ま
す
。

※
具
申：

意
見
な
ど
を
詳
し
く
述
べ
る

こ
と

袖
ケ
浦
で
は
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
？

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に

弁
当
の
お
届
け
（
地
区
社
協
活
動
）

毎
月
1
回
第
3
水
曜
日
に
、
給
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
各
地
区
公
民
館
で
調
理
し
た

お
弁
当
を
、
担
当
地
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
に
届
け
て
い
ま
す
。
お
弁
当
を
渡

す
と
き
に
、
最
近
の
生
活
状
況
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員
・
児
童
委
員
８
名
を
含
む

17
名
の
相
談
員
が
、
市
内
3
ヵ
所
（
市

役
所
・
平
川
行
政
セ
ン
タ
ー
・
長
浦
行

政
セ
ン
タ
ー
）
で
行
う
心
配
ご
と
相
談

平
成
19
年
12
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て

袖
ケ
浦
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
民
生
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ
り

退
任
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
長
年
の
ご
労

苦
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
退
任
さ
れ
た
皆

様
が
行
っ
て
こ
ら
れ
た
地
域
で
の
支
援
活
動

が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
一
同
連
携
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
支
援
活
動

を
礎
と
し
て
、
災
害
対
策
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
自
治
会
等
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の

連
携
を
深
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
通

じ
て
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
民
生
委

員
を
目
指
し
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地

域
福
祉
向
上
の
た
め
専
心
努
力
し
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
前
任
者
同
様
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●●

新会長
榎本淳二郎

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

平
成
19
年
11
月
30
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て

袖
ケ
浦
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
７
年
12
月
の
民
生
委
員
就
任
以
来
今

日
ま
で
公
私
に
わ
た
り
格
別
の
ご
厚
情
と
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

在
任
中
に
は
、
福
祉
制
度
の
転
換
に
よ
り
、

施
設
か
ら
在
宅
へ
と
多
く
の
高
齢
者
、
障
が

い
者
が
地
域
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
折
し
も
全
国
各
地
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
、
被
災
地
で
の
民
生
委
員
の
活

躍
が
報
道
さ
れ
、
民
生
委
員
の
地
域
で
の
役

割
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
時
期
で
あ
り

ま
し
た
。

今
後
、
更
に
民
生
委
員
へ
の
期
待
が
高
ま

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
さ

れ
た
皆
様
に
は
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

前会長
近藤秀文

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
退
任
あ
い
さ
つ

の
相
談
員
と
し
て
悩
み
ご
と
な
ど
を
抱

え
た
方
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
見
舞
金
配
布

の
対
象
と
な
る
方（
自
宅
で
暮
ら
す
障
が

い
者
・
ね
た
き
り
の
高
齢
者
・
長
期
療
養

者
・
生
活
困
窮
者
・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
）の
調
査
と
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

友
愛
訪
問
（
地
区
社
協
活
動
）

担
当
地
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

に
お
正
月
用
品
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

ほ
っ
と
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
受
付

ほ
っ
と
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申

込
を
受
付
け
し
ま
す
。
ほ
っ
と
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

を
対
象
に
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
週
に
1
度
電
話
を
か
け
る
事
業
で

す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い

ま
す
。

生
活
が
苦
し
い
方
に
は

生
活
状
況
を
確
認
し
、
生
活
が
苦
し
い

世
帯
が
生
活
の
自
立
を
図
る
た
め
の
各

種
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
の
申
込
み
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
資
金

を
借
り
て
い
る
世
帯
に
は
、
借
受
人
が
生

活
の
再
建
を
し
、
計
画
を
立
て
て
借
入
金

を
返
済
で
き
る
よ
う

見
守
り
、
援
助
し
ま

す
。

日
常
的
に
は
…
…

地
域
の
方
や
家
族
、

本
人
か
ら
の
申
出
に

よ
り
、
な
に
か
不
安

な
こ
と
や
問
題
が
起

き
た
と
き
、
そ
の
都

度
自
宅
を
訪
問
し
た
り
電
話
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
敬
老
会
の

お
知
ら
せ
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
誰
も
が

安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
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坂戸市場（第3・川間
尻）・神納一区(出津)
関口　貞夫

坂戸市場（第1・第2・第4）
近藤　信子

高須区・大字南袖
藤井　正一

奈良輪（第3・第4）
角井　誠一

奈良輪（第1・第2・第5）
和田　英世

神納東区（第2・第3）
松井　公夫

神納東区（第1・東京ガス）
伊藤　誠

神納一区（上新田・下新田）
小野　道子

神納一区（旭・松ケ丘）
小野　律子

神納一区（箕和田・嵯峨）
多田　良治

袖ケ浦シーハイツ・
今井3丁目（なぎさ）
鈴木　邦彦

牧場団地・富士見台・
神納まきば
関口　三枝子

福王台第5・奈良輪（第6･
ライオンズマンション）
及川　忠慶

福王台第４
風呂本　充正

福王台第3
安土　敏夫

福王台第2
矢作　孝子

福王台第1
甘利　勢津子

蔵波台みどり・蔵波県
営住宅（4.5.6）棟
岡安　克次

蔵波台2丁目・蔵波県営
住宅（2.3.7.11.12）棟
小林　圭子

蔵波台1丁目・蔵波
県営住宅（1.8.9.10）棟
小西　朋子

蔵波（第4・第6）・外野
渡邉　信行

蔵波（第2・第3）・
大字長浦
石渡　榮

蔵波第1・今井東自治
会・ラミアール千葉
在原　眞也

今井・今井中央
榎本　淳二郎

長浦駅前（1丁目・3丁目）
土屋　則子

蔵波台７丁目
菅　善信

蔵波台若草西・蔵波第
5（東電社宅）
高部　洋一

蔵波台若草東・蔵波台
7丁目（一部）
大川原　和子

蔵波台5丁目
中村 隆

蔵波台4丁目
櫻井　その江

蔵波台3丁目・蔵波
県営住宅（13.14.15）棟
仲野　武重

橘東・橘西
大日方　清隆

長浦駅前8丁目・市営住宅
■地　辰信

長浦駅前7丁目・長浦若葉
宮■ 伸英

長浦駅前6丁目・長浦
県営住宅
伊庭　洋司

長浦駅前5丁目
清藤　　榮

長浦駅前4丁目
関　英明

長浦駅前2丁目
木村　アサ子

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣

人
愛
を
も
っ
て
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常

に
地
域
社
会
の
実
情
を
把

握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠

意
を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、

自
立
の
援
助
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す

べ
て
の
人
々
と
協
力
し
、

明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、常
に

公
平
を
旨
と
し
、
人
格
と

識
見
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

わ
れ
ら
は
、
日
本
国
憲
法

の
精
神
に
し
た
が
い
、
児
童

に
対
す
る
正
し
い
観
念
を
確

立
し
、
す
べ
て
の
児
童
の
幸

福
を
は
か
る
た
め
に
こ
の
憲

章
を
定
め
る
。

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば

れ
る
。

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と

し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
な

か
で
育
て
ら
れ
る
。

民
生
委
員
児
童
委
員

信
　
条

児
童
憲
章

前
文
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飯富（第2・第3）
高橋　美江子

代宿（第2・第3・第5）
石井　完

代宿（第1・第4）・けやき
台自治会・笠上
石井　文夫

浜宿・浜宿団地
佐久山　武夫

迎村・渋田・白根・
上久保田
今井　惠子

新屋敷・久保田（1丁目・
2丁目・久保田ベイヒルズ）
島田　定良

川原井（第5･第6）・長割
関根　芳夫

川原井根澄山・新田・
表場

森　幸雄

のぞみ野（3）
塩谷　千壽子

のぞみ野（1）
斎藤　澄江

大曽根・野田・勝
大越　久雄

下新田･三ツ作
山口　ひろ子

飯富（第1・第4）
飯島　重雄

上泉（第1･第2）・永吉
平戸　健市

下泉・永地・岩井
村越　のり子

野里（第3・第４）・
花房平

竹元　悦子

野里（第1･第2）
大野　信隆

鹿島（第1・第2・第3・
第4･第5）
松永　敬一

三箇
飯菅　利明

高谷区・高谷大山田
井口　清一郎

上宿・中川団地
鈴木　寛

小路第２
小沢　正昭

小路第1・小路団地
田中　多恵子

百目木
鶴岡　公一

もみの木台・上泉（第3・
出光）・滝ケ沢自治会
浦川　昇

大竹･上宮田･下宮田
山口　貴一

吉野田・岩井作・滝の口・
玉野・滝の口ファミリー

上嶋　茂代

下根岸・阿部・堂谷・
打越・打越団地
松尾　悦子

野添・成蔵・三黒・谷中
若林　英夫

中下・山中･大鳥居
桃林　達也

中富地区
柳■ 佳譽子

根形・平岡地区
根里　惠美子

長浦地区
三股　道子

昭和地区
佐々木　眞由美

長浦地区
小島　直子
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※のぞみ野（2）･
川原井砂子田･林
地区は欠員となっ
ております。

地域住民のみなさんへ
児童委員※（主任児童委員）からお願いします。
子どもたちを児童虐待から守りましょう。
多くの子どもたちが児童虐待によって傷
つき、成長・発達が妨げられ、著しい場
合は尊い命さえ奪われています。虐待は
きわめて重大な人権侵害です。あなたの
近くに虐待を受けていると思われる子ど
もはいませんか。「おかしい」「なにか変
だ」と気づかれたら、どんな些細なこと
でも私たちにお知らせください。プライ
バシーは必ず守ります。
私たち児童委員は市区町村、児童相談所
などに協力して、児童虐待の予防や対応
を行っています。
子どもたちのＳＯＳ（状況や様子の変化）
に気づいてください。児童虐待をなくす
ために、地域の方々の協力をお願いします。
※ 児童委員は、民生委員です。

全国民生委員児童委員連合会

問合せ先
社会福祉協議会

163-3888
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うだるような暑さもなく、北風に震えることも
ない今の季節は外をぶらぶらするのにぴったり。
お昼休みの袖ケ浦公園は、あたたかい日差しの下
お弁当を食べたり遊んだりする家族連れでいっぱ
いです。ほのぼのとした気分でお散歩しています。
（Ｈ）

＜今日の一言 From ことわざ＞
All work and no play makes Jack a dull boy.
よく遊び、よく学べ。

 

illustrated by Tanji

たくさんのご寄附を
ありがとうございました

みなさまの善意を大切にし、
福祉事業に役立たせていただきます。
期間 平成19年10月～11月（順不同）

企業・団体名（敬称略）

花澤ジム

渡邊　正彦

平川地区貸衣裳

袖ケ浦市消防団

三井化学福祉バザー実行委員会

袖ケ浦市子ども会連絡協議会昭和支部

袖ケ浦市青少年相談員連絡協議会昭和支部

クッキングサークル

桂舟会

宮石　一男

袖ケ浦市福祉チャリティーゴルフ実行委員会

（有）小原商店

社団法人木更津法人会女性部会

匿名　２件

【物品】

かずさ音楽振興協会

袖ケ浦高校2年6組

金額（円）

50,000 

100,000 

200,000 

30,000 

70,000 

3,000 

5,000 

2,000 

30,000 

50,000 

352,790 

17,400 

46,572 

21,943

車イス3台

シニア体験セット2セット

全国社会福祉協議会会長表彰
平成19年度全国社会福祉大会（11/2）
小松　須壽子さん

千葉県社会福祉協議会会長表彰
第57回千葉県社会福祉大会（11/16）
柳　　佳譽子さん
山口　保子さん

市内の社会福祉関係者が一堂に会し、「社会
福祉活動」の推進に寄与された方々を表彰し感
謝の意を表すとともに、社会福祉活動の益々の
充実と発展を誓うため開催されます。
●日時 3月2日（日）

式典の部　　10時～
講演の部　　11時～

●場所　市民会館　中ホール
●講演の部 演題
～あなたが変われば世界が変わる～
『ワンランクアップのメンタルヘルス』
カウンセラー　鈴木博子氏

※講演を聞きた
い方は、社会
福祉協議会ま
でお電話にて
申し込みして
ください（無
料。先着20名）

ボランティア連絡協議会（長嶋忠雄会長）の会員

が、日本舞踊や民謡、カラオケ等を披露します。今

年も先着200名の方にお弁当の進呈やお楽しみ抽選

会が行われます。

収益金は社会福祉協議会へ寄附され、ボランティ

ア活動事業やひとり暮らし高齢者への給食サービ

ス、病院送迎サービスなどに活用されています。

また、広報紙「そでがうらＶ連協だより」の発行

や会員の資質向上のための研修会の開催などの活動

にも、収益金の一部を活用させていただきます。

●日時 3月2日（日）9時30分から
●会場 市民会館　大ホール
●入場料 1,000円
※ボランティア連絡協議会事務局（ボランティ
アセンター）にて販売中

●主催 袖ケ浦市ボランティア連絡協議会
●後援 袖ケ浦市社会福祉協議会／袖ケ浦市／

袖ケ浦市教育委員会
●問合せ ボランティアセンター
163-3988／163-3888
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illustrated by Tanji

新しい一年が始まりました。皆さんはどんな
新年の誓いを立てましたか。私は昨年始めた10
年日記を、今年こそ「毎日」綴ろうと決意しま
した。わが家はもうすぐ新しい命を迎えます。
たくさんの方に支えられての、大好きな福祉だ
よりの制作ともしばらくお別れですが、パワー
アップして戻ってきたいと思います。（Ｈ）
＜今日の一言 From ことわざ＞
Practice makes perfect. 習うより慣れよ。

金子亮祐くん（富津市在住：11歳）の心臓移植のための募金活動にご協力ありがとうございました。目標金額の1億2,800万円を上回る1億3,811万1,220円
（12月3日現在）を達成し、募金は終了しました。亮祐くんは1月に渡米し、心臓移植の手術予定です。ご協力ありがとうございました。


